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　　絡職後，はじめて砂糖が配給され　’した炭酸ガスの氣泡の薄膜がその温　犯人は，その工場から敷マイルのと，

　て，カルメラ焼が流行した頃の或日　度の重曹¢冴解塵に耐え得るだけの　ころにある金属製煉所の腹氣にほか

　である。高名な化學者K君が小生の　結度を有しなければならない。もし　なちぬと闘定されだという。つまり

　硯究室へ訪ねてこられて，談たまた　温度淋高すぎる時は粘度thS過大にな　その日の風の吹きまわしのいかんに

　まカルメラ焼におよんだ時である。　つて膨脹し難いが，あるいは終に炭　よつて，きわめて微量一普通り分

・先生目く『君！カルメラ嶢というや　化してしまうわけである。第三に　析方法では検田不能の程es－一一では

　つは砂糖だけではで凌ないよ。あ海　は，上の二條件がそろつたとして煽　あるが，・爲眞乳剤には猛毒となる有

　は露店で費つているカルメラの素と　一たん膨脹したカルメラがペシャン　害成分が侵入していた謬である。

　いうものを混ぜないといけないらし，コにならぬように薄膜の實質を形成　　奮た，目本での話であるが，同じ

　いね一。細かげでプ僕は大切な砂糠　するに足るだ嬬の結晶性砂糖が充分　くある爲眞工揚で，溶剤回牧用の吸

　を一斤ほど亀炭にしちやつたよ』小　k残存していなければならない。そ　着塔の能寧溝悪いので，他の回牧方

　生曰く『それはおかしい。僕のとこ　して，上の三條件が同時に成立する　式と取bかえようとまで考えられて

　ろの助手のW君は，ただの砂糖だけ　・ことによつてのみ，均ルメラ焼が成　いたことカ｛ある。この揚合は幸にし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　でうま、くカルメラ焼を作つている　立するのである。どうだわかつたか　て，筆者の研究室出身の某君が同工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ，
　よ』，K先生曰く『そんなはずは維封　ねL』と帥席O，出たらめをならべた　揚に入杜してから嚢わめて短時日の

　にあb得ない。僕かさんざん實験し　ものである。しかし最前の妙技に塵　間に解決できたのである魁その結

　た結果である』小生曰く『しからば　倒されたアフター。エフェクトのせ、果，溶捌の節約金高は莫大な額に逡

　君は，いわゆるカルメラの素なる庵　いか，，さすカのK先生も『少し攣て　するという，ごとであ1る。この揚合，

　のを混ぜてみだことがあるカ〕？』先　・．eな理屈だがまあがまんしよう』と　能率不良の原因はある部分のバノv，ブ

　生曰く『それはないが，ただの砂糖　折れたまでは無難であつ左が、『とこ　の操作を忘れていたといラようなs－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　ではできないと姶うことには無關係　ろで，そういう君はその理論を實践　jささいな原因だづ1たと聞いている。

　である』小生目く『では立ち倉いの　したことがあるのかねt』に、馬今　　上述の二っの事例は幸にしてトラt

、上で實験をしまう』という課で，助　度は小生の方でカブトを脱がぎるを　ブルが解決された揚合であるが，薪噛

　手のW君をよんで選て，カルメラ焼　得なかウたことを告白しておぐ。　　設の工揚などではなかなかに原因を
9

　の實験というζとになつた。W助手　　K君のような立派な研究者でも，　うきとめるめに時日を要すうトラプ

　臓早遠甕辮當の包の中から砂糖を取　一一斤の砂糖から絡に一片の殉ルメラ　’ルカ毫起ることがあるという。そのよ

　り出し，手近の蒸襲皿の中でガラス　焼電できない時には，いわゆるカル　うな時には，どうかすると技術者の

　棒をグリグリとカキ回し，K先生ガ　メ’ラの素なる電のの存在ζ迷わされ．問で煽そQ原因についてマカ不揖

　アレヨァレヨとおどろく目の前で，　る。論理學者は，とうしてよいかわ　議なζとが考気られて，いろいろに

　美事なカルメラを焼き上げてしまつ　からないととにぶっうかるとil〈間　迷うといわれる。そして，このよう’

　たものである。　　　　　　　　　’の理性というものには一定の限度添　な揚合の最尾迅速な解決法は1衆知

　　そζで，ここぞとばかり，小生日　みる』、などといつて，一慮はにげる　を集め，あらゆる角度呑ら問題を検

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　く『K先生よ！どらんの悪りであ　ことができる。しかし工揚内では問・、討するζとであると考えられるの
　る。館は理謝暉都あるから，題は切實である．かつて，ア・i」”はデあえてK先生カスw助手拗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ

　もののついでに由つ，カルメラ焼ののある罵眞工場一（S・S｝＊どきそqH’を引くまでもなかろう。手前昧喰に
　　　　　　　　　　　　　　，　理論を傳綬しよう。そもそもカルメ’によつて不良製品ができ，その原因　なるかもしれないが，生産技術研究’

　ラ焼ができるためには三つの條件が　がなかなかわからない廼困つたこと　所は工學の各專門分野の人々が総合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　満足されねばならない。まず第一　がある。結局，この閃題に輕警陣の　的rc－一つの問題を琢扱うのにきわめ

　1　rc，砂糖水をだ々だんに加熱して生㌔理暇ど・技畿陣璽菊くな琶努力のLVて趨切な組織である冷ら・麟上のよ

　ずる液の澱の問題であb・’つ罰末・蜜氣調醸置の騨口曝着塔うな迷・・を鯛するのに逡んで貢献
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　この盈度は重曹の分解温度以上でな　を取りOけるζとKよつて，一まず　できるのではないかと考えていうの

　けPtばならない。第二は粘度の條件解決したopであるが，後日その吸着ttは小生だttではなかろうと思，う。

　である。つまP重曹が分禦して螢生、塔を調べた結果，不良製品を作つた　　，、　　・
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